
　天橋立の見え方の違いは、なんと、

今年1月に実施された大学入学共通テ

ストにも出題された。さらに、共通テ

ストの1週間前にNHK「ブラタモリ」で

天橋立が紹介され、ネットは大騒ぎで

あった。

　天橋立を歩いて渡ろう。幅が細くなっ

ている真ん中あたりでは、宮津湾と阿

蘇海の両側の汀が視界に飛び込んでく

るので、砂州の中にいることを直接感じ

させてくれる（図６）。

　天橋立の風景といえば松林である

が、維持管理は欠かせない。近年は

松枯れ被害や、台風で倒されたり（図

７）、松はやせ地を好むのに土壌は肥

沃化していることなど、環境の変化に

対応しなければならないそうである。

船越の松は、杖が必要なようだが是非

頑張って欲しい（図８）！

路線バス

　天橋立を渡り切り、天橋立ケーブル

下から、路線バスに乗る。観光地ムー

ドはすぐに消えて、のんびりとした風景

が広がる。右に宮津湾と栗田半島、左

に丹後半島の山なみ。栗田半島がどん

どん小さくなっていき、バスは日本海

に出た。ここで、虹をまた見た。診療所

など生活の拠点を巡りながら、伊根に

ついた。

　驚いたのは、バスの運賃である。30

分以上、16kmほど乗車して、なんと200

円。地方交通は、利用者減少モードで、

値段を上げざるを得ず、値段を上げる

と利用者がさらに減るという悪循環が

起こりがちと聞く。丹後の場合、以前は

距離制運賃としていたが、近年、生活

の足としての在り方が議論され、交通

社会実験を経て、上限200円としたそう

である。

伊根

　伊根には何度か来たことがあるが、

これまでは自家用車で来て、観光船に

乗って、海から眺めることが主であっ

た。今回は路線バスで来たので、観光

案内所から耳鼻地区と呼ばれる、集落

の端まで歩いてみた。

　集落は、伊根湾に面して、1階が船の

ガレージで海の上に建っているような

家屋「舟屋」が230軒ほど建ち並ぶ（図

9）。舟屋は妻入りであり、海からは緩

勾配の三角屋根がリズミカルに並ぶ。

舟屋は道に沿ってびっしりと建ってお

り、海を見通せない場合が多いが、近

年は観光用に見学できるものもある

（図10）。道を挟んで陸側には、平入り

となる母屋が舟屋と一対で建てられて

いる。伊根湾の干満の差は小さく、年間

50㎝ほどなのだそうだ。

　このような独特の景観とそこに息づ

く人々の暮らしは、国の「重要伝統的

6 宮津湾と阿蘇海が同時に見える

7 双龍の松（2004 年10月の台風 23号で倒壊）
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建造物群保存地区」、日本遺産「300

年を紡ぐ絹が織り成す丹後ちりめん回

廊」に選定され、「日本で最も美しい

村」連合にも加盟している。

世界で最も
美しい湾クラブ

　現地のポスターで知ったが、フラン

スのモン・サン=ミシェル湾と宮津湾・

伊根湾は姉妹湾提携を結んでいるそう

だ。きっかけは、「世界で最も美しい湾

クラブ」に加盟したこと。

　世界で最も美しい湾クラブは、湾を

活かした観光振興と資源保護、そこに

暮らす人々の生活様式や伝統の継承、

および景観保全を目的に、1997年にベ

ルリンで設立されたNGOである。現

在、5大陸にまたがる27か国が加盟して

おり、日本からは松島湾、富山湾、駿河

湾、宮津湾・伊根湾、九十九島の6つの

湾が加盟している。

ビビビッ

　まちを歩いていると、過去の記憶と

突然つながって、ビビビッと呼び起こさ

れることはないだろうか。ビビビッとき

ても、冷静に考えなおしてみれば大し

たことではなかったり、人に言葉で伝

えようとしても中々わかってもらえな

かったりするのだが（記憶を共有して

いないのだから当然かもしれない）、あ

の感触は心地よい。これは既視感（デ

ジャヴュ）と呼ぶのだろうか。

　今回は耳鼻地区を歩いている時、ビ

ビビッときた。オーバーレイされた先

は、ドイツ・ゴスラーのまち並み。ゴス

ラーは、15世紀から19世紀にかけて建

てられた半木造家屋からなる集落であ

る。建造物は、屋根と壁にスレートが

使われておりモノトーンの渋い堅牢な

表情、そして、木骨組建築（ハーフティ

ンバー）といわれる、柱、梁、筋交いな

どの軸組を外観に現れている。

　帰宅してから10年ほど前に撮った写

真を探してみる。ビビビッときた瞬間だ

から、写真に残してあった。それは、緩

やかにカーブした細い通りがキュッと

曲がる先に見えた、大きな平屋の木造

づくりの風景であった（図11）。両者は

9,000kmも離れていた。 10 舟屋内部

11 伊根とゴスラー
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